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据付けは、販売店または専門業者に依頼してく
ださい。

¡ご自分で据付け工事をされ不備があると、水漏れや感電、
火災等の原因になります。

据付けは、質量に十分耐える所に確実に行って
ください。

¡強度が不足している場合は、ユニット落下により、けがの
原因になります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続
し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらない
ように確実に固定してください。

¡接続や固定が不完全な場合は、発熱、発煙、発火等の原因
になります。

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を
行ってください。

¡据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になり
ます。

改修は絶対にしないでください。また、修理は、
お買上げの販売店にご相談ください。

¡修理に不備があると水漏れや感電、発煙、発火等の原因に
なります。

熱交換器のフィン表面を素手で触れないように
注意してください。

¡取扱いに不備があると、切傷の原因になります。

作業中に冷媒ガスが漏れた場合は、換気してく
ださい。

¡冷媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因にな
ります。

警告

安全のために必ず守ること
¡この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ据付けてください。
¡ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。

注意
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った取扱いをしたときに、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

¡お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
¡お使いになる方は、いつでも見られる所に大切に保管し、移設・修理の時は、工事をされる方
にお渡しください。
また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しください。

警告
据付工事は、据付説明書に従って確実に行って
ください。

¡据付けに不備があると、水漏れや感電、発煙、発火等の原
因になります。

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設
備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書
に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。

¡電源回路容量不足や施工不備があるとユニットが正常運転できな
くなったり、最悪の場合、感電、発煙、発火の原因になります。

ユニットの端子カバー(パネル)を確実に取付け
てください。

¡端子台カバー（パネル）取付けに不備があると、ほこり・
水などにより、感電、発煙、発火の原因になります。

小部屋へ据付ける場合は万一冷媒が漏れても限
界濃度を超えない対策が必要です。

¡限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据
付けてください。万一冷媒が漏洩して限界濃度を超えると
酸欠事故の原因になります。

製品を移動再設置する場合は、販売店または専
門業者にご相談ください。

¡据付けに不備があると水漏れや感電、火災等の原因になり
ます。

設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないこと
を確認してください。

¡冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ
などの火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

据付けや移設の場合は、機器に表示されている冷媒
(R407C)以外の異なった冷媒を入れないでください。

¡異なった冷媒や空気等が混入すると、冷凍サイクルが異常
となり、破裂等の原因になります。



据付けをする前に
警告

据付け(移設)・電気工事をする前に
注意

¡油・蒸気の多いところや、酸性、アルカリ性の溶液、特殊
なスプレー等を頻繁に使用するところで使用しますと、性
能を著しく低下させたり、感電、故障、発煙、発火等の原
因になります。

¡有機溶剤、腐食ガス（アンモニア、硫黄化合物、酸 等）
の雰囲気では、ガス漏れ、水漏れの原因になります。

可燃性ガスの漏れるおそれがある場所への設置
は行わないでください。

¡万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因
になります。

病院などに据付される場合は、ノイズに対する
備えを十分に行って施工してください。

¡高周波医療機器などの影響によりエアコンの誤動作や故障
の原因になったり、エアコン側から医療機器へ影響を与え
人体の医療行為を妨げるなどの弊害の原因になります。

濡れて困るものの上にユニットを据付けないで
ください。

¡湿度が80％を超える場合やドレン出口が詰まっている場
合は、室内ユニットからも露が落ちる場合もあります。ま
た、室外ユニットからもドレンが垂れますので必要に応じ
室外ユニットも集中排水工事をしてください。

食品・動植物・美術品の保存等特殊用途には使
用しないでください。

¡食品の品質低下等の原因になります。

特殊環境には、使用しないでください。

アースを行ってください。

¡アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続
しないでください。アースが不完全な場合は、感電、発煙、
発火、およびノイズによる誤動作の原因になります。

電源配線は、張力がかからないように配線工事
をしてください。

¡断線したり、発熱、発煙、発火の原因になります。

電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。

¡漏電遮断器が取付けられていないと感電、発煙、発火の原
因になります。

電源配線は、据付説明書記載のものをご使用く
ださい。

¡漏電や感電、発煙、発火の原因になります。

正しい容量のブレーカー（漏電遮断器・手元開閉器〈開閉
器＋B種ヒューズ〉・配線用遮断器）を使用してください。

¡大きな容量のヒューズや針金・銅線を使用すると故障や発
煙、発火の原因になります。

エアコンを水洗いしないでください。

¡感電、発煙、発火の原因になります。

長期使用で据付台等が傷んでないか注意してく
ださい。

¡傷んだ状態で放置するとユニットの転倒につながり、けが
等の原因になります。

ドレン配管は、据付説明書に従って確実に排水する
よう配管し、結露が生じないように保温してください。

¡配管工事に不備があると、水漏れし、家財等を濡らす原因
になります。

工具類の管理は従来以上に注意してください。

従来の冷媒に使用している下記に示す工具類は使用
しないでください。

（ゲージマニホールド・チャージホース・ガス漏れ検知器・
逆流防止器・冷媒チャージ用口金・真空度計・冷媒回収装置）

逆流防止器付真空ポンプを使用してください。

R407C以外の冷媒は使用しないでください。
液冷媒にて封入してください。

フレア・フランジ接続部に塗布する冷凍機油
は、エステル油またはエーテル油またはアルキ
ルベンゼン（少量）を使用してください。

冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」
のC1220のリン脱酸銅を使用してください。また、
管の内外面は美麗であり、使用上有害なイオウ、
酸化物、ゴミ、切粉、油脂、水分等（コンタミネ
ーション）の付着がないことを確認してください。

既設の冷媒配管を流用しないでください。

¡鉱油が多量に混入すると、冷凍機油劣化の原因になります。

¡冷媒配管の内部にコンタミネーションの付着があると、冷
凍機油劣化等の原因になります。

¡既設の配管内部には、従来の冷凍機油や冷媒中の塩素が大
量に含まれ、これらの物質が新しい機器の冷凍機油劣化等
の原因になります。

¡ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組成が変化し、能力
不足等の原因になります。

¡R407C以外（R22等）を使用すると、塩素により冷凍機
油劣化等の原因になります。

¡冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍器油劣化
等の原因になります。

¡従来の冷媒・冷凍機油が混入しますと、冷凍機油劣化の原
因になります。

¡水分が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。
¡冷媒中に塩素を含まないため、従来の冷媒用ガス漏れ検知
器では反応しません。

¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が混入しますと、冷凍
機油劣化の原因になります。

据付けに使用する配管は屋内に保管し、両端ともロ
ウ付けする直前までシールしておいてください。

（エルボ等の継手はビニール袋等に包んだ状態で保管）

¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分が混入しますと、油の劣
化・圧縮機故障の原因になります。

チャージングシリンダーを使用しないでくださ
い。

¡チャージングシリンダーを使用すると冷媒の組成が変化
し、能力不足等の原因になります。

注意
冷媒R407C使用機器としての注意点

警告

保護装置の改造や設定変更をしないでください。

¡圧力開閉器や温度開閉器等の保護装置を短絡して強制的運
転を行ったり、当社指定品以外のものを使用すると発煙、
発火、爆発等の原因になります。

別売品は、必ず、当社指定の製品を使用してく
ださい。

¡また、取付けは専門の業者に依頼してください。ご自分で取付けをさ
れ、不備があると、水漏れや感電、発煙、発火等の原因になります。
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運転を開始する12時間以上前に電源を入れて
ください。

¡故障の原因になります。シーズン中は電源を切らないでく
ださい。

濡れた手でスイッチを操作しないでください。

¡感電、故障の原因になります。

運転中および運転停止直後の冷媒配管に素手で
触れないでください。

¡運転中、停止直後の冷媒配管や圧縮機などの冷媒回路部品
は流れる冷媒の状態により、低温と高温になります。素手
で触れると凍傷や火傷になるおそれがあります。

運転停止後、すぐに電源を切らないでください。

¡必ず5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になり
ます。

製品の運搬には、十分注意してください。

¡20kg以上の製品の運搬は、１人で行わないでください。
¡製品によってはＰＰバンドによる梱包を行っていますが、
危険ですので運搬の手段に使用しないでください。

¡熱交換器のフィン表面で切傷する場合がありますので、素
手で触れないように注意してください。

¡熱源ユニット等吊りボルトによる搬入を行う場合は、確実
に4点支持で実施してください。3点支持等で運搬・吊下
げしますと不安定となり、落下の原因になります。

梱包材の処理は確実に行ってください。

¡梱包材には「クギ」等の金属あるいは、木片等を使用して
いますので放置状態にしますと「さし傷」などの原因にな
ります。

¡包装用のポリフクロで子供が遊ばないように、破いてから
廃棄してください。窒息事故等の原因になります。

パネルやガードを外したまま運転しないでくだ
さい。

¡機器の回転物、高温部、高電圧に触れると巻き込まれたり、
火傷や感電によりケガの原因になります。

エアフィルターを外したまま運転しないでくだ
さい。

¡内部にゴミが詰まり、故障の原因になります。

据付け(移設)・電気工事をする前に
注意

試運転をする前に
注意
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1.標準仕様表

1

Ⅰ. 製品仕様

項目 形名 

標
準
性
能
※
1

外
形
寸
法

圧
縮
機

冷
媒
 

凝
縮
器
 

送
風
機

運
転
調
整
装
置
 

冷
却
水
 配

管
寸
法

保
護
装
置

定 格 冷 房 能 力  

定 格 電 源

定 格 消 費 電 力  

運 転 電 流  

運 転 力 率  

始 動 電 流  

外装〈マンセル記号〉 

高 さ  

幅 

奥 行

形 式 × 台 数

始 動 方 式

電 動 機 出 力

容 量 制 御  

1 日 の 冷 凍 能 力  

冷 凍 機 油  

種 類 × 封 入 量  

制 御 方 式

形 式 × 個 数

冷 却 水 回 路 数

冷 却 器 形 式

形 式 × 個 数

標 準 風 量  

標 準 機 外 静 圧  

標 準 電 動 機 出 力  

防音断熱材〈機械／送風機室〉 

エ ア ー フ ィ ル タ ー

温度調節器・圧力計 

操作スイッチ・表示灯 

水 　 量 ※ 2  

水 圧 損 失  

冷 却 水 出 入 口  

上 部ド レ ン 出 口  

下 部ド レ ン 出 口  

圧 力 開 閉 器  

圧 縮 機 保 護

送 風 機 保 護

高 圧ガス保 安 法 区 分  

冷凍保安責任者の選出 

運転音（PWL）　※3 

製 品 質 量 ／ 運 転 質 量  

梱包寸法〈高さ×幅×奥行〉 

梱 包 質 量  

kW 

kW 

A 

% 

A 

mm 

mm 

mm 

kW 

% 

法定トン 

ℓ

kg 

m3/min 

Pa 

kW 

L/min 

kPa 

B<A> 

B<A> 

B<A> 

MPa 

dB 

kg 

mm 

kg

PW-P140DJ3 

12.5／14.0 

3.82／4.45 

15.5／15.5 

71.1／82.9 

95／86 

950 

3.75 

1.30／1.55 

DAPHNE FVC68D  1.0 

R407C×1.3 

2 

42 

28／69 

0.75 

51／59 

36／47 

Rc1 （PT 1 メネジ） 

71 

188／193 

1800×1030×570 

203

PW-P560DJ3 

50.0／56.0 

15.8／19.3 

56.2／61.5 

81.2／90.6 

266／248 

1810 

7.5×2 

2.57×2／3.06×2 

 

R407C×2.7×2 

4×2 

165 

36／166 

3.7 

204／233 

56／72 

Rc2 （PT 2 メネジ） 

 

81 

516／531 

2090×1930×810 

640

PW-P280DJ3 

25.0／28.0 

三相200V50/60Hz 

7.24／8.62 

26.4／28.0 

79.2／88.9 

237／216 

アイボリーホワイト〈5Y 7.5／1〉 

1470 

7.5 

2.57／3.06 

 

R407C×2.6 

膨張弁 

4 

クロスフィン 

シロッコファン×2 

80 

44／115 

1.5 

グラスウール 

PPハニカム織 

温度調節器のみ付 

付 

101／114 

41／52 

 

 

高圧側　2.6  ／　低圧側　0.245 

熱動過電流継電器，熱動温度開閉器 

熱動過電流継電器 

不要 

不要 

75 

299／309 

1800×1550×570 

317

PW-P224DJ3 

20.0／22.4 

5.83／7.09 

21.7／23.5 

77.6／87.1 

188／171 

1670 

1170 

510 

全密閉×1 

直入 

5.5 

－ 

2.08／2.48 

 

R407C×2.1 

二重管×1 

3 

72 

25／104 

0.75 

81／92 

41／51 

 

Rp 1/2 （PS 1/2 メネジ） 

73 

228／235 

1800×1250×570 

245

PW-P450DJ3 

40.0／45.0 

12.1／14.5 

46.1／47.5 

75.8／88.1 

203／219 

1470 

5.5×2 

2.08×2／2.48×2 

 

R407C×2.3×2 

3×2 

135 

31／122 

2.2 

164／185 

41／52 

Rc1 1/2 （PT1 1/2 メネジ） 

 

78 

466／480 

2090×1590×810 

580

DAPHNE FVC68D  2.0 

Rc1 1/4 （PT1 1/4メネジ） 

1870 

720 

全密閉×2 

直入＜順次＞ 

100，50，0 

DAPHNE FVC68D  2.0×2 

二重管×2 

 

Rp1 （PS 1 メネジ） 

注※1.標準能力はJIS規格 B 8616〈吸込空気温度 乾球温度27℃，温球温度19℃，冷却水温度入口30℃，出口35℃〉に準じて運転した場合の値を示します。 
注※2.冷却水入口水温32℃，冷却水出口水温37℃（タワー使用時）の値を示します。 
注※3.運転音（音響パワーレベル）はJIS8616：2015に準拠した値です。 

Rp1 （PS1 メネジ） 
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口
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4
 

6
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ル
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法
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ィ
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タ

ー
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出

寸
法

 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
蓋

　
 

開
閉

寸
法

 

コントロール 
パネル寸法 
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面

 

B
 

A
 

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス
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1

 
加

湿
器

入
口
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Ｔ

　
 め

ね
じ

 
Ｐ

Ｔ
　

 め
ね

じ
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9
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電

気
ヒ

ー
タ

ー
用

補
助

電
源
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水

ヒ
ー

タ
ー
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口

 
蒸

気
ヒ

ー
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入

口
 

温
水

ヒ
ー

タ
ー

入
口

 
蒸

気
ヒ

ー
タ

ー
出

口
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名

   
称

 

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
   

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
   

1
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 4

 

4
 

新
鮮

空
気

取
入

ダ
ク

ト
接

続
口

 

記
  事

 

6
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O

. 

5
 

3
 

2
 

1
 

4
 

名
   

称
 

４
－

φ
１

５
穴

 
基

礎
ボ

ル
ト

取
付

板
（

脱
着

可
）

 

冷
却

水
入

口
   

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
 

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
 

Ｐ
Ｓ

１
 め

ね
じ

 
冷

却
水

出
口

 
上

部
ド

レ
ン

 
下

部
ド

レ
ン

 
Ｐ

Ｓ
　

 め
ね

じ
 

電
源

取
入

口
 

φ
４

５
穴

 
2

 
1

 

1
 

1
 4

 

4
 

　
 

　
蒸

気
ス

プ
レ

ー
式

加
湿

器
 

　
 

　
 

　
蒸

発
皿

式
加

湿
器

 

※
ア

ー
ス

端
子

（
Ｍ

５
）

は
、

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

 
　

内
に

あ
り

ま
す

。
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格

銘
板
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貼

付
位

置
：
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前

面
右
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14
95

（
基

礎
ボ

ル
ト

穴
ピ

ッ
チ

）
 

8
53

8
0

6
0

 
6

0
 

298 

90 

700 
1020 

300 

3
0

0
 

5
1

8
 

7
6

 

100以上 

3
6

0
 

560 69 

9
0

0
 

1
4

 
（

6
7

8
）

 

3
6

0
 

870 

590 743 
1

4
7

0
 

135 563 

3
4

0
 

2
3

0
 

（
1

4
4

5
）

 

6
0

0
 

1
2

5
 

125 

5
9

0
 3

5
0

 

30 

125 
575 
360 

1870 
1900 30 

7
2

0
 

2
2

5
 

3
5

0
 

900以上 

1
0

0
以

上
 

5
0

0
以

上
 

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

 

A
 

B
 

正
面

 

注
１

．
右

勝
手

配
管

の
場

合
を

示
し

ま
す

。
 

　
２

．
左

勝
手

配
管

の
場

合
は

Ａ
，

Ｂ
寸

法
を

 
　

　
　

逆
に

し
て

く
だ

さ
い

。
  

　
３

．
設

置
す

る
部

屋
の

気
密

性
が

高
い

場
合

、
 

　
　

　
室

内
が

負
圧

と
な

り
、

部
屋

の
扉

が
開

か
な

い
 

　
　

　
等

の
問

題
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

 
　

　
　

室
内

が
負

圧
に

な
ら

な
い

よ
う

な
通

気
孔

等
を

 
　

　
　

 設
け

て
く

だ
さ

い
。

 

※
ア

ー
ス

端
子

（
Ｍ

８
）

は
、

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

 
　

内
に

あ
り

ま
す

。
　

 
　

定
格

銘
板

の
貼

付
位

置
：

底
フ

レ
ー

ム
前

面
右

側
 

1
0

 

9
 

8
 

1
1

 
7

 

6
 

5
 

3
 

2
 

1
 

4
 

Ｐ
Ｔ

   
 め

ね
じ

 
3

 

N
O

. 
N

O
. 

記
  事

 
記

  事
 

名
   

称
 

名
   

称
 

Ｐ
Ｔ

２
 め

ね
じ

 

Ｐ
Ｔ

２
 め

ね
じ

 

Ｐ
Ｔ

　
 め

ね
じ

 

加
湿

器
入

口
 

温
水

ヒ
ー

タ
ー

入
口

 
蒸

気
ヒ

ー
タ

ー
出

口
 

蒸
発

皿
式

加
湿

器
 

蒸
気

ス
プ

レ
ー

式
加

湿
器

 
水

ス
プ

レ
ー

式
加

湿
器

 
1

 2
 

4
 

新
鮮

空
気

取
入

ダ
ク

ト
接

続
口

 

温
水

ヒ
ー

タ
ー

出
口

 
蒸

気
ヒ

ー
タ

ー
入

口
 

電
気

ヒ
ー

タ
ー

用
補

助
電

源
穴

 

記
  事

 

Ｐ
Ｓ

１
 め

ね
じ

 
Ｐ

Ｓ
１

 め
ね

じ
 

φ
５

８
穴

 

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
 

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
 

４
－

φ
１

７
穴

（
Ｍ

１
２

用
）

 

上
部

ド
レ

ン
 

下
部

ド
レ

ン
 

2
 

2
 

1
 

1
 

冷
却

水
入

口
 

冷
却

水
出

口
 

電
源

取
入

口
 

基
礎

ボ
ル

ト
取

付
板

（
脱

着
可

）
 

N
O

. 
名

   
称

 

吹
出

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
 

吸
込

口
 

運
転

ス
イ

ッ
チ

 
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）
 

6
 

4
 

5
 

3
 

8
 

1
1

 

1
 

7
 

1
0

 

9
 

2
 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 
パ

ネ
ル

寸
法

 

（コントロールパネル寸法） 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
蓋

　
 

開
閉

寸
法

 ｴｱ
ﾌｨ

ﾙﾀ
ｰ 

抜
出

寸
法

 

（基礎ボルト穴ピッチ） 
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．
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勝
手

配
管

の
場

合
を

示
し

ま
す

。
 

　
 

　
２

．
左

勝
手

配
管

の
場

合
は

Ａ
，

Ｂ
寸

法
を

 
　

　
　

逆
に

し
て

く
だ

さ
い

。
  

　
 

　
３

．
設

置
す

る
部

屋
の

気
密

性
が

高
い

場
合

、
 

　
　

　
室

内
が

負
圧

と
な

り
、

部
屋

の
扉

が
開

か
な

い
 

　
　

　
等

の
問

題
が

発
生

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

 
　

　
　

室
内

が
負

圧
に

な
ら

な
い

よ
う

な
通

気
孔

等
を

 
　

　
　

設
け

て
く

だ
さ

い
。
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基
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ボ
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チ
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4
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1
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1
9

5
 

25 1670 

535 

350 105 

5
0

0
以

上
 

1
0

0
以

上
 

100以上 900以上 

9
 

吹
出

ダ
ク

ト
フ

ラ
ン

ジ
 

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
パ

ネ
ル

内
）

 
運

転
ス

イ
ッ

チ
 

吸
込

口
 

7
 

1
1

 

1
0

 

8
 

3
 

4
 

6
 

5
 

2
 

1
 

（基礎ボルト穴ピッチ） 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 
パ

ネ
ル

寸
法

 

エ
ア

フ
ィ

ル
タ

ー
 

  抜
出

寸
法

 

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
蓋

　
 

開
閉

寸
法

 

コントロール 
パネル寸法 

正
面

 

B
 

A
 

サ
ー

ビ
ス

ス
ペ

ー
ス

 

1
1

 
加

湿
器

入
口

 
1
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Ｐ
Ｔ

　
 め

ね
じ

 
Ｐ

Ｔ
　

 め
ね

じ
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9
 

1
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電

気
ヒ

ー
タ

ー
用

補
助

電
源

穴
　

 

温
水

ヒ
ー

タ
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出
口

 
蒸

気
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ー
タ
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入

口
 

温
水

ヒ
ー

タ
ー

入
口

 
蒸

気
ヒ

ー
タ

ー
出

口
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Ｔ
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ね

じ
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Ｔ
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じ
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気

取
入

ダ
ク

ト
接

続
口
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称
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φ
１

５
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ボ

ル
ト

取
付
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（
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着

可
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却

水
入

口
   

Ｐ
Ｔ

１
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ね

じ
 

Ｐ
Ｔ

１
　

 め
ね

じ
 

Ｐ
Ｓ

１
 め

ね
じ

 
冷

却
水

出
口

 
上

部
ド

レ
ン

 
下

部
ド

レ
ン

 
Ｐ
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 め
ね

じ
 

電
源

取
入

口
 

φ
４

５
穴
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1

 

1
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蒸

気
ス

プ
レ

ー
式

加
湿

器
 

　
 

　
 

　
蒸

発
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式
加

湿
器

 

※
ア

ー
ス

端
子
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Ｍ

５
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、

ス
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ボ
ッ
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ス
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に

あ
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ま
す

。
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限
時

継
電

器
（

６
０

秒
）

 
１

８
－

青
 

１
５

－
白

 

ヒ
ュ

ー
ズ

 (　
　

25
0V

,5
A)

(A
1P

) 
B 

ロ
ー

タ
リ

ス
イ

ッ
チ

 

別
売

付
属

品
・

現
地

調
達

品
 

切
換

ス
イ

ッ
チ

（
冷

／
暖

）
 

電
動

機
（

圧
縮

機
）

 
１

９
－

茶
 

温
度

ヒ
ュ

ー
ズ

（
１

１
０

℃
）

 

中
継

コ
ネ

ク
タ

（
４

９
Ｃ

）
 

表
示

灯
（

運
転

：
赤

）
 

Ｒ
１

－
赤

 

１
７

－
赤

 
電

磁
接

触
器

（
Ｅ

２
Ｈ

）
 

端
子

基
板

 (A
1P

) 

Ｒ
２

－
赤

 
２

－
橙

 

Ａ
１

－
白

 

電
動

機
（

フ
ァ

ン
）

 

過
電

流
継

電
器

（
Ｍ

Ｆ
）

 

高
圧

圧
力

開
閉

器
 

電
磁

接
触

器
（

Ｅ
１

Ｈ
）

 

ヒ
ュ

ー
ズ

 (　
　

55
0V

,7
0A

)(P
14

0)
 

B 

Ｂ
１

－
黄

 

電
磁

接
触

器
（

Ｍ
Ｆ

）
 

１
１

－
黒

 

１
６

－
黒

 
イ

ン
タ

ロ
ッ

ク
接

点
 

Ａ
２

－
黄

 
ヒ

ュ
ー

ズ
 (　

　
25

0V
,2

00
A)

(P
22

4,
28

0)
 

B 
Ｔ

－
青

 
温

度
ス

イ
ッ

チ
（

Ｍ
Ｃ

）
 

３
－

桃
 

７
－

白
 

漏
電

検
 知

 プ
 リ

 ン
 ト

 基
 板

 Ａ
Ｓ

Ｓ
 Ｙ

 

低
圧

圧
力

開
閉

器
 

端
子

基
板

 

Ｓ
－

白
 

限
時

継
電

器
（

１
０

分
）

 
電

磁
継

電
器

（
Ｑ

１
Ｒ

Ｐ
）

 
中

継
コ

ネ
ク

タ
（

Ｍ
Ｆ

）
 

中
継

コ
ネ

ク
タ

（
ア

ー
ス

）
 

５
－

黒
 

切
換

ス
イ

ッ
チ

 

逆
相

保
護

継
電

器
 

６
－

灰
 

１
４

－
茶

 

電
磁

継
電

器
 

温
度

ス
イ

ッ
チ

（
過

熱
防

止
）

 

電
気

ヒ
ー

タ
 

表
示

灯
（

異
常

：
白

）
 

温
度

調
節

器
 

２
０

－
黄

 

湿
度

調
節

器
 

４
－

茶
 

９
－

桃
 

Ｂ
２

－
橙

 

Ｒ
－

赤
 

８
－

赤
 端
子

台
 

端
子

台
 

サ
ー

ミ
ス

タ
（

空
気

）
 

切
換

ス
イ

ッ
チ

（
手

元
／

遠
方

）
 

１
２

－
灰

 

電
磁

接
触

器
（

Ｍ
Ｃ

）
 

可
変

抵
抗

器
（

Ａ
４

Ｐ
）

 
電

磁
継

電
器

 
１

０
－

灰
 

Ｓ
１

－
白

 

加
湿

器
(蒸

発
皿

式
) 

１
３

－
橙

 

過
電

流
継

電
器

（
Ｍ

Ｃ
）

 

１
－

黄
 

Ｓ
２

－
黒

 

遠
方

操
作

用
端

子
 

白
 

赤
 

送
風

 
白

 
停

止
 

赤
 

（
注

４
）

 

温
調

 

青
 

（
注

７
）

 

白
 

緑
 

黒
 

白
 

共
通

 

緑
/黄

 

運
転

 

圧
縮

機
 

端
子

位
置

 

赤
 

異
常

 

黒
 

赤
 

黒
 

電
気

品
箱

 

青
 

白
 

赤
 

Ｘ
１

Ｍ
へ

 

（
注

３
）

 

63
H 

A5
P 

49
C 

3X
 

A3
P 

A4
P 

A1
P 

63
L 

F1
U,

F2
U,

F3
U 

A2
P 

30
FX

 

K2
M

 

X2
A 

S4
S 

H1
P 

R1
T 

K3
M

 
S3

S 

K1
R 

K1
S 

Q1
RP

 

M
F 

X1
M

,X
2M

 

K2
S 

K4
M

 

Hu
 

M
C 

F1
U,

F2
U,

F3
U 

E1
H,

E2
H 

S1
T 

F1
UT

,F
2U

T 

X3
A 

X1
A 

S1
S 

S2
S 

H2
P 

S1
RH

 

R1
A 

Fu
R 

, F
uS

 

K1
M

 
K2

R 

電
　

源
 

6
.遠

方
操

作
さ

れ
る

場
合

は
、

 
　

操
作

端
子

台
X

2
M

の
 1

   ,
 

3  
 , 

9  
 , 

11
 ～

 1
4  

 , 
17

 ～
 1

9 
を

使
用

し
て

 
　

く
だ

さ
い

。
 

7
.送

風
運

転
す

る
場

合
は

、
 

12
 -

 1
3  

間
の

短
絡

線
を

 
　

除
去

し
て

か
ら

配
線

し
て

 
　

く
だ

さ
い

。
 

8
.電

気
ヒ

ー
タ

は
当

社
指

定
の

 
　

受
注

品
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
 

注
)1

.  
   

   
   

は
プ

リ
ン

ト
基

板
、

   
   

 は
タ

ブ
端

子
、

   
   

 、
   

   
 は

コ
ネ

ク
タ

を
示

し
ま

す
。

 
は

短
絡

線
、

   
   

 、
   

   
 は

現
地

配
線

を
示

し
ま

す
。

 
   

   
 ま

た
、

(  
  ～

   
   

)は
X

2
M

上
の

端
子

番
号

を
示

し
ま

す
。

   
 

   
 2

.イ
ン

タ
ロ

ッ
ク

回
路

(冷
却

水
用

断
水

リ
レ

ー
ま

た
は

冷
却

水
ポ

ン
プ

用
電

磁
開

閉
器

の
補

助
a接

点
)を

 
   

   
 端

子
  1

  - 
 2  

間
(短

絡
線

は
除

去
す

る
)に

必
ず

配
線

し
て

く
だ

さ
い

。
 

   
 3

.電
気

ヒ
ー

タ
取

付
け

の
場

合
:端

子
  6

  - 
 7  

間
の

短
絡

線
を

除
去

し
、

ヒ
ー

タ
回

路
 (S

1T
,K

3M
,K

4M
,E

1H
,E

2H
,S

4S
,F

1U
T,

F2
U

T)
 を

 
   

   
 追

加
配
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●PW-P224DJ3

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 
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■水圧損失表 

PW-P224DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

23 
1.38 
3.9

30 
1.8 
6.8

50 
3 

17.7

70 
4.2 

30.5

83 
4.98 
42.1

95 
5.7 

54.4

100 
6 

60

113 
6.78 
75.9

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

65 70 72 8075
風量 （m3/min） 

19.3 

18.8 

18.1 

17.9 

17.6 

16.9 

21.6 

21.0 

20.3 

20.0 

19.7 

18.9

4.85 

5.27 

5.78 

6.01 

6.36 

7.01 

5.89 

6.41 

7.03 

7.30 

7.73 

8.52

20.5 

20.0 

19.5 

19.0 

18.8 

17.9 

23.0 

22.4 

21.8 

21.3 

21.0 

20.0

4.88 

5.30 

5.81 

6.04 

6.41 

7.04 

5.93 

6.45 

7.07 

7.34 

7.79 

8.57

21.3 

20.5 

20.0 

19.7 

19.3 

18.4 

23.8 

23.0 

22.4 

22.0 

21.6 

20.6

4.90 

5.32 

5.83 

6.06 

6.43 

7.06 

5.95 

6.47 

7.09 

7.37 

7.81 

8.59

22.0 

21.4 

20.7 

20.4 

20.0 

19.1 

24.6 

24.0 

23.2 

22.8 

22.4 

21.4

4.92 

5.34 

5.85 

6.08 

6.45 

7.08 

5.98 

6.50 

7.11 

7.39 

7.83 

8.61

23.4 

22.9 

22.1 

21.7 

21.3 

20.4 

26.3 

25.6 

24.8 

24.3 

23.8 

22.8

4.95 

5.37 

5.88 

6.11 

6.48 

7.13 

6.02 

6.54 

7.15 

7.43 

7.88 

8.67

25.2 

24.5 

23.6 

23.3 

22.9 

21.9 

28.1 

27.3 

26.4 

26.1 

25.6 

24.5

4.97 

5.41 

5.92 

6.15 

6.52 

7.17 

6.04 

6.58 

7.20 

7.47 

7.92 

8.71
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Ⅱ . 製品データ

1.冷房能力特性

●PW-P140DJ3
■冷房能力特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

0.9

1.0

1.1

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

50Hz

60Hz

室内吸込湿球温度 （℃） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

35 45

0.0

0.1

0.2

35 45 5040

50Hz

(m3/min)

60Hz

■水圧損失表 

PW-P140DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

15 
0.9 
3.0

25 
1.5 
9.8

35 
2.1 

18.6

45 
2.7 

27.3

50 
3 

33.7

58 
3.48 
45.4

65 
3.9 
57

75 
4.5 

75.8

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

12.1 

11.7 

11.3 

11.2 

11.0 

10.5 

13.5 

13.1 

12.7 

12.5 

12.3 

11.8

3.17 

3.45 

3.79 

3.94 

4.17 

4.59 

3.70 

4.02 

4.41 

4.58 

4.85 

5.35

12.9 

12.5 

12.1 

11.9 

11.7 

11.2 

14.4 

14.0 

13.6 

13.3 

13.1 

12.5

3.20 

3.47 

3.81 

3.96 

4.20 

4.62 

3.72 

4.05 

4.44 

4.61 

4.89 

5.38

13.3 

12.9 

12.5 

12.3 

12.1 

11.5 

14.9 

14.4 

14.0 

13.8 

13.5 

12.9

3.21 

3.49 

3.82 

3.97 

4.21 

4.63 

3.74 

4.06 

4.45 

4.62 

4.91 

5.39

13.8 

13.4 

12.9 

12.8 

12.5 

12.0 

15.4 

15.0 

14.5 

14.3 

14.0 

13.4

3.22 

3.50 

3.83 

3.98 

4.22 

4.64 

3.75 

4.07 

4.46 

4.64 

4.92 

5.40

14.6 

14.3 

13.8 

13.6 

13.3 

12.8 

16.4 

16.0 

15.5 

15.2 

14.9 

14.3

3.24 

3.52 

3.85 

4.00 

4.25 

4.67 

3.78 

4.10 

4.49 

4.67 

4.95 

5.44

15.7 

15.3 

14.7 

14.6 

14.3 

13.7 

17.6 

17.1 

16.5 

16.3 

16.0 

15.3

3.25 

3.54 

3.88 

4.03 

4.27 

4.70 

3.79 

4.13 

4.52 

4.69 

4.97 

5.47
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●PW-P224DJ3

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

0.9

1.0

1.1

65 70 72 8075

0.0

0.1

0.2

65 70 75 80

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P224DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

23 
1.38 
3.9

30 
1.8 
6.8

50 
3 

17.7

70 
4.2 

30.5

83 
4.98 
42.1

95 
5.7 

54.4

100 
6 

60

113 
6.78 
75.9

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

65 70 72 8075
風量 （m3/min） 

19.3 

18.8 

18.1 

17.9 

17.6 

16.9 

21.6 

21.0 

20.3 

20.0 

19.7 

18.9

4.85 

5.27 

5.78 

6.01 

6.36 

7.01 

5.89 

6.41 

7.03 

7.30 

7.73 

8.52

20.5 

20.0 

19.5 

19.0 

18.8 

17.9 

23.0 

22.4 

21.8 

21.3 

21.0 

20.0

4.88 

5.30 

5.81 

6.04 

6.41 

7.04 

5.93 

6.45 

7.07 

7.34 

7.79 

8.57

21.3 

20.5 

20.0 

19.7 

19.3 

18.4 

23.8 

23.0 

22.4 

22.0 

21.6 

20.6

4.90 

5.32 

5.83 

6.06 

6.43 

7.06 

5.95 

6.47 

7.09 

7.37 

7.81 

8.59

22.0 

21.4 

20.7 

20.4 

20.0 

19.1 

24.6 

24.0 

23.2 

22.8 

22.4 

21.4

4.92 

5.34 

5.85 

6.08 

6.45 

7.08 

5.98 

6.50 

7.11 

7.39 

7.83 

8.61

23.4 

22.9 

22.1 

21.7 

21.3 

20.4 

26.3 

25.6 

24.8 

24.3 

23.8 

22.8

4.95 

5.37 

5.88 

6.11 

6.48 

7.13 

6.02 

6.54 

7.15 

7.43 

7.88 

8.67

25.2 

24.5 

23.6 

23.3 

22.9 

21.9 

28.1 

27.3 

26.4 

26.1 

25.6 

24.5

4.97 

5.41 

5.92 

6.15 

6.52 

7.17 

6.04 

6.58 

7.20 

7.47 

7.92 

8.71
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Ⅱ . 製品データ

1.冷房能力特性

●PW-P140DJ3
■冷房能力特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

0.9

1.0

1.1

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

35 40 42 45 50
風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

50Hz

60Hz

室内吸込湿球温度 （℃） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

35 45

0.0

0.1

0.2

35 45 5040

50Hz

(m3/min)

60Hz

■水圧損失表 

PW-P140DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

15 
0.9 
3.0

25 
1.5 
9.8

35 
2.1 

18.6

45 
2.7 

27.3

50 
3 

33.7

58 
3.48 
45.4

65 
3.9 
57

75 
4.5 

75.8

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

12.1 

11.7 

11.3 

11.2 

11.0 

10.5 

13.5 

13.1 

12.7 

12.5 

12.3 

11.8

3.17 

3.45 

3.79 

3.94 

4.17 

4.59 

3.70 

4.02 

4.41 

4.58 

4.85 

5.35

12.9 

12.5 

12.1 

11.9 

11.7 

11.2 

14.4 

14.0 

13.6 

13.3 

13.1 

12.5

3.20 

3.47 

3.81 

3.96 

4.20 

4.62 

3.72 

4.05 

4.44 

4.61 

4.89 

5.38

13.3 

12.9 

12.5 

12.3 

12.1 

11.5 

14.9 

14.4 

14.0 

13.8 

13.5 

12.9

3.21 

3.49 

3.82 

3.97 

4.21 

4.63 

3.74 

4.06 

4.45 

4.62 

4.91 

5.39

13.8 

13.4 

12.9 

12.8 

12.5 

12.0 

15.4 

15.0 

14.5 

14.3 

14.0 

13.4

3.22 

3.50 

3.83 

3.98 

4.22 

4.64 

3.75 

4.07 

4.46 

4.64 

4.92 

5.40

14.6 

14.3 

13.8 

13.6 

13.3 

12.8 

16.4 

16.0 

15.5 

15.2 

14.9 

14.3

3.24 

3.52 

3.85 

4.00 

4.25 

4.67 

3.78 

4.10 

4.49 

4.67 

4.95 

5.44

15.7 

15.3 

14.7 

14.6 

14.3 

13.7 

17.6 

17.1 

16.5 

16.3 

16.0 

15.3

3.25 

3.54 

3.88 

4.03 

4.27 

4.70 

3.79 

4.13 

4.52 

4.69 

4.97 

5.47
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●PW-P450DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

0.0

0.1

0.2

115 125 135 145 155 165
(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P450DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

45 
2.7 
4

60 
3.6 
6.5

80 
4.8 

10.7

120 
7.2 

22.5

150 
9 

34.4

163 
9.78 
40.4

186 
11.16 
52.1

220 
13.2 
72.1

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

風量 （m3/min） 

38.6 

37.4 

36.3 

35.7 

35.1 

33.7 

43.4 

42.1 

40.9 

40.1 

39.5 

37.9

10.1 

10.9 

12.0 

12.5 

13.2 

14.5 

12.0 

13.1 

14.4 

14.9 

15.8 

17.4

41.2 

40.0 

38.8 

38.0 

37.4 

35.7 

46.3 

45.0 

43.7 

42.8 

42.1 

40.1

10.1 

11.0 

12.1 

12.5 

13.3 

14.6 

12.1 

13.2 

14.5 

15.0 

15.9 

17.5

42.6 

41.2 

40.0 

39.5 

38.6 

36.9 

47.9 

46.3 
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44.4 

43.4 

41.5

10.2 
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12.1 

12.6 

13.3 

14.7 

12.2 

13.2 

14.5 

15.1 
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42.8 

41.4 
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38.3 
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46.6 
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45.0 

43.1
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11.1 

12.1 

12.6 

13.4 

14.7 

12.2 

13.3 

14.5 

15.1 

16.0 

17.6

46.8 

45.7 

44.3 

43.5 

42.6 

40.9 

52.7 

51.4 

49.9 

48.9 

47.9 

46.0

10.3 

11.1 

12.2 

12.7 

13.5 

14.8 

12.3 

13.4 

14.6 

15.2 

16.1 

17.7

50.3 

48.9 

47.1 

46.6 

45.7 

43.7 

56.6 

55.0 

53.0 

52.4 

51.4 

49.1

10.3 

11.2 

12.3 

12.8 

13.5 

14.9 

12.4 

13.4 

14.7 
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16.2 

17.8
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●PW-P280DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100

0.0

0.1

0.2

70 75 80 85 90 95 100

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P280DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

30 
1.8 
3.9

50 
3 

10.8

70 
4.2 

20.6

90 
5.4 

32.4

100 
6 

41.6

114 
6.84 
52.0

130 
7.8 

66.7

150 
9 

87.3

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100
風量 （m3/min） 

24.1 

23.4 

22.7 

22.3 

22.0 

21.1 

27.0 

26.2 

25.4 

25.0 

24.6 
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7.89 

8.71 
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9.40 
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23.8 

23.4 

22.3 
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26.6 

26.2 
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6.59 

7.22 

7.51 

7.96 

8.75 

7.22 

7.84 

8.59 
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9.48 
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26.6 

25.7 
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24.6 

24.1 
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28.8 
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8.00 
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9.53 

10.5

29.3 

28.6 

27.7 

27.1 

26.6 

25.5 

32.8 

32.0 

30.8 

30.4 

29.8 

28.6

6.15 

6.67 

7.30 

7.59 

8.05 

8.86 

7.32 

7.94 

8.70 

9.04 

9.58 

10.6

31.4 

30.5 

29.5 

29.1 

28.6 

27.3 

35.2 

34.2 

33.0 

32.6 

32.0 

30.6

6.17 

6.72 

7.35 

7.64 

8.10 

8.90 

7.34 
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10.6
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●PW-P450DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

0.0

0.1

0.2

115 125 135 145 155 165
(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P450DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

45 
2.7 
4

60 
3.6 
6.5

80 
4.8 

10.7

120 
7.2 

22.5

150 
9 

34.4

163 
9.78 
40.4

186 
11.16 
52.1

220 
13.2 
72.1

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 0.9

1.0

1.1

115 125 135 145 155 165

風量 （m3/min） 

38.6 

37.4 

36.3 

35.7 

35.1 

33.7 

43.4 

42.1 

40.9 

40.1 

39.5 

37.9

10.1 

10.9 

12.0 

12.5 

13.2 

14.5 

12.0 

13.1 

14.4 

14.9 

15.8 

17.4

41.2 

40.0 

38.8 

38.0 

37.4 

35.7 

46.3 

45.0 

43.7 

42.8 

42.1 

40.1

10.1 

11.0 

12.1 

12.5 

13.3 

14.6 

12.1 

13.2 

14.5 

15.0 

15.9 

17.5

42.6 

41.2 

40.0 

39.5 

38.6 

36.9 

47.9 

46.3 

45.0 

44.4 

43.4 

41.5

10.2 

11.0 

12.1 

12.6 

13.3 

14.7 

12.2 

13.2 

14.5 

15.1 

16.0 

17.6

44.0 

42.8 

41.4 

40.9 

40.0 

38.3 

49.5 

48.2 

46.6 

46.0 

45.0 

43.1

10.2 

11.1 

12.1 

12.6 

13.4 

14.7 

12.2 

13.3 

14.5 

15.1 

16.0 

17.6

46.8 

45.7 

44.3 

43.5 

42.6 

40.9 

52.7 

51.4 

49.9 

48.9 

47.9 

46.0

10.3 

11.1 

12.2 

12.7 

13.5 

14.8 

12.3 

13.4 

14.6 

15.2 

16.1 

17.7

50.3 

48.9 

47.1 

46.6 

45.7 

43.7 

56.6 

55.0 

53.0 

52.4 

51.4 

49.1

10.3 

11.2 

12.3 

12.8 

13.5 

14.9 

12.4 

13.4 

14.7 

15.3 

16.2 

17.8

20

15

35

30

25

30

40

10 15
10

20 25

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 

（℃） 

室内吸込湿度温度 （℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 

風量115m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

50Hz 60Hz

能力 
消費電力 
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●PW-P280DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100

0.0

0.1

0.2

70 75 80 85 90 95 100

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P280DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

30 
1.8 
3.9

50 
3 

10.8

70 
4.2 

20.6

90 
5.4 

32.4

100 
6 

41.6

114 
6.84 
52.0

130 
7.8 

66.7

150 
9 

87.3

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

風量 （m3/min） 

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

0.9

1.0

1.1

70 75 80 85 90 95 100
風量 （m3/min） 

24.1 

23.4 

22.7 

22.3 

22.0 

21.1 

27.0 

26.2 

25.4 

25.0 

24.6 

23.6

6.02 

6.54 

7.18 

7.45 

7.89 

8.71 

7.17 

7.79 

8.54 

8.88 

9.40 

10.4

25.7 

25.0 

24.3 

23.8 

23.4 

22.3 

28.8 

28.0 

27.2 

26.6 

26.2 

25.0

6.06 

6.59 

7.22 

7.51 

7.96 

8.75 

7.22 

7.84 

8.59 

8.93 

9.48 

10.4

26.6 

25.7 

25.0 

24.6 

24.1 

23.0 

29.8 

28.8 

28.0 

27.6 

27.0 

25.8

6.08 

6.61 

7.24 

7.53 

7.98 

8.77 

7.24 

7.86 

8.62 

8.96 

9.50 

10.4

27.5 

26.8 

25.9 

25.5 

25.0 

23.9 

30.8 

30.0 

29.0 

28.6 

28.0 

26.8

6.10 

6.63 

7.26 

7.55 

8.00 

8.79 

7.27 

7.89 

8.65 

8.98 

9.53 

10.5

29.3 

28.6 

27.7 

27.1 

26.6 

25.5 

32.8 

32.0 

30.8 

30.4 

29.8 

28.6

6.15 

6.67 

7.30 

7.59 

8.05 

8.86 

7.32 

7.94 

8.70 

9.04 

9.58 

10.6

31.4 

30.5 

29.5 

29.1 

28.6 

27.3 

35.2 

34.2 

33.0 

32.6 

32.0 

30.6

6.17 

6.72 

7.35 

7.64 

8.10 

8.90 

7.34 

8.00 

8.75 

9.09 

9.63 

10.6

20

15

35

30

25

30

40

10 15
10

20 25

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 

（℃）

室内吸込湿球温度 （℃） 

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 

風量68m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 

17
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2.騒音データ

●PW-P140DJ3

18

●PW-P560DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

0.0

0.1

0.2

140 150 160 170 180 190 200

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P560DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

60 
3.6 
6.9

90 
5.4 

13.7

120 
7.2 

22.5

150 
9 

33.3

180 
10.8 
45.1

201 
12.06 
54.9

230 
13.8 
69.6

260 
15.6 
87.2

290 
17.4 
106.8

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

48.2 

46.8 

45.4 

44.6 

43.9 

42.1 

54.8 

52.8 

50.7 

49.9 

48.6 

46.5

13.1 

14.2 

15.7 

16.3 

17.3 

19.0 

16.0 

17.6 

19.2 

19.8 

20.8 

22.3 

 

51.4 

50.0 

48.6 

47.5 

46.8 

44.6 

58.9 

56.8 

54.6 

53.7 

52.4 

50.2

13.2 

14.3 

15.8 

16.3 

17.4 

19.0 

16.3 

17.9 

19.5 

20.1 

21.1 

22.7

53.2 

51.4 

50.0 

49.3 

48.2 

46.1 

61.0 

58.8 

56.0 

55.6 

54.3 

52.2

13.3 

14.4 

15.8 

16.4 

17.5 

19.1 

16.5 

18.0 

19.3 

20.2 

21.2 

22.9

55.0 

53.6 

51.8 

51.1 

50.0 

47.9 

63.0 

60.8 

58.5 

57.6 

56.3 

54.0

13.3 

14.4 

15.8 

16.4 

17.5 

19.1 

16.6 

18.1 

19.8 

20.5 

21.4 

23.0

58.6 

57.1 

55.4 

54.3 

53.2 

51.1 

67.0 

64.7 

62.4 

61.5 

60.1 

57.8

13.4 

14.5 

15.9 

16.5 

17.6 

19.4 

16.9 

18.5 

20.0 

20.7 

21.7 

23.3

62.9 

61.1 

58.9 

58.2 

57.1 

54.6 

71.1 

68.7 

66.4 

65.4 

64.0 

61.6

13.5 

14.6 

16.0 

16.6 

17.7 

19.5 

17.2 

18.8 

20.3 

21.0 

21.9 

23.5

40

10 15
10

20 25

20

15

35

30

25

30

冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 

（℃）

室内吸込湿球温度 （℃）

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 
風量140m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 

18
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2.騒音データ

●PW-P140DJ3

18

●PW-P560DJ3
■冷房能力特性 

■別売品特性 

■風量補正線図 ■運転温度範囲 

■ファン性能特性 ■バイパスファクター線図 

50Hz

60Hz

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

0.0

0.1

0.2

140 150 160 170 180 190 200

50Hz 60Hz

(m3/min)

■水圧損失表 

PW-P560DJ3
水量（1/min） 
水量（m3/h） 
水圧損失（kPa） 

60 
3.6 
6.9

90 
5.4 

13.7

120 
7.2 

22.5

150 
9 

33.3

180 
10.8 
45.1

201 
12.06 
54.9

230 
13.8 
69.6

260 
15.6 
87.2

290 
17.4 
106.8

室 内 吸 込 空 気 湿 球 温 度 　 　 　 （ ℃ W B ）  

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

0.9

1.0

1.1

140 150 160 170 180 190 200

能
力
・
消
費
電
力
係
数 

風量 （m3/min） 

48.2 

46.8 

45.4 

44.6 

43.9 

42.1 

54.8 

52.8 

50.7 

49.9 

48.6 

46.5

13.1 

14.2 

15.7 

16.3 

17.3 

19.0 

16.0 

17.6 

19.2 

19.8 

20.8 

22.3 

 

51.4 

50.0 

48.6 

47.5 

46.8 

44.6 

58.9 

56.8 

54.6 

53.7 

52.4 

50.2

13.2 

14.3 

15.8 

16.3 

17.4 

19.0 

16.3 

17.9 

19.5 

20.1 

21.1 

22.7

53.2 

51.4 

50.0 

49.3 

48.2 

46.1 

61.0 

58.8 

56.0 

55.6 

54.3 

52.2

13.3 

14.4 

15.8 

16.4 

17.5 

19.1 

16.5 

18.0 

19.3 

20.2 

21.2 

22.9

55.0 

53.6 

51.8 

51.1 

50.0 

47.9 

63.0 

60.8 

58.5 

57.6 

56.3 

54.0

13.3 

14.4 

15.8 

16.4 

17.5 

19.1 

16.6 

18.1 

19.8 

20.5 

21.4 

23.0

58.6 

57.1 

55.4 

54.3 

53.2 

51.1 

67.0 

64.7 

62.4 

61.5 

60.1 

57.8

13.4 

14.5 

15.9 

16.5 

17.6 

19.4 

16.9 

18.5 

20.0 

20.7 

21.7 

23.3

62.9 

61.1 

58.9 

58.2 

57.1 

54.6 

71.1 

68.7 

66.4 

65.4 

64.0 

61.6

13.5 

14.6 

16.0 

16.6 

17.7 

19.5 

17.2 

18.8 

20.3 

21.0 

21.9 

23.5

40

10 15
10

20 25

20
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30

25
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冷 
却 
水 
入 
口 
水 
温 

（℃）

室内吸込湿球温度 （℃）

連 
続 
運 
転 
可 
能 
範 
囲 

限界線 
風量140m3/min

使
用
可
能
範
囲（
プ
ル
ダ
ウ
ン
時
） 

能力 
消費電力 
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●PW-P280DJ3
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●PW-P224DJ3
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●PW-P280DJ3
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●PW-P224DJ3
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●PW-P560DJ3
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●PW-P450DJ3
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●PW-P560DJ3
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●PW-P450DJ3
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5.耐震強度計算書（アンカーボルト）

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg193

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 945.7

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） 

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa233.6

（8）アンカーボルトの施工法 

fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.029.6

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 30.1

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 8.4

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 3399.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N3782.8

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N1891.4

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

①PW-P140DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.188（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m188

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 3399.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
188
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3.重心位置

●PW-P140,224,280DJ3

●PW-P450,560DJ3

（1）室内ユニット

機　種 
 

PW-P140DJ3 

PW-P224DJ3 

PW-P280DJ3

重心位置 

D 

260 

250 

250

B 
 

477 

477 

477

A 
 

924 

1144 

1444

C 

385 

460 

585

E 

620 

620 

620

機　種 
 

PW-P450DJ3 

PW-P560DJ3

重心位置 

D 

405 

440

B 
 

678 

678

A 
 

1445 

1785

C 

695 

880

E 

690 

800

4.機能部品・保護装置の設定値

機種項目 PW-P140DJ3 PW-P224DJ3 PW-P280DJ3 PW-P450DJ3 PW-P560DJ3

高圧圧力開閉器 ACB-JB57
OFF:2.60MPa、ON:2.06MPa

LCB-JA135
OFF:0.245MPa、ON:0.353MPa

FPN-3  70～75℃

EUH-IT412A

A-UT12-3515K
OFF:135℃、ON:115℃

CLK-26JTH-P12
20A

CLK15JTH40-P6A
3.6A

CLK-35JTH-P12
30A

CLK50JTH-P12
40A

CLK-35JTH-P12
30A

CLK50JTH-P12
40A

CLK-15JTH40-P6A
9.2A

－

5A

TM05SN2
5秒

CLK-15JTH40-P6A
14A

TCA203

低圧圧力開閉器

溶　　　　　栓

温 度 調 節 器

圧 縮 機 保 護
サ ー モ

圧縮機用過電流
継　　電　　器

ファン用過電流
継　　電　　器

限 時 継 電 器

ヒ ュ ー ズ

（ ）CLK15JTH40-P6A
3.6A

CLK15JTH40-P6A
6.0A（ ）（ ）

24
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5.耐震強度計算書（アンカーボルト）

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg193

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 945.7

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） 

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa233.6

（8）アンカーボルトの施工法 

fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.029.6

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 30.1

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 8.4

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 3399.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N3782.8

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N1891.4

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

①PW-P140DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.188（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m188

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 3399.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
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3.重心位置

●PW-P140,224,280DJ3

●PW-P450,560DJ3

（1）室内ユニット

機　種 
 

PW-P140DJ3 

PW-P224DJ3 

PW-P280DJ3

重心位置 

D 

260 

250 

250

B 
 

477 

477 

477

A 
 

924 

1144 

1444

C 

385 

460 

585

E 

620 

620 

620

機　種 
 

PW-P450DJ3 

PW-P560DJ3

重心位置 

D 

405 

440

B 
 

678 

678

A 
 

1445 

1785

C 

695 

880

E 

690 

800

4.機能部品・保護装置の設定値

機種項目 PW-P140DJ3 PW-P224DJ3 PW-P280DJ3 PW-P450DJ3 PW-P560DJ3

高圧圧力開閉器 ACB-JB57
OFF:2.60MPa、ON:2.06MPa

LCB-JA135
OFF:0.245MPa、ON:0.353MPa

FPN-3  70～75℃

EUH-IT412A

A-UT12-3515K
OFF:135℃、ON:115℃

CLK-26JTH-P12
20A

CLK15JTH40-P6A
3.6A

CLK-35JTH-P12
30A

CLK50JTH-P12
40A

CLK-35JTH-P12
30A

CLK50JTH-P12
40A

CLK-15JTH40-P6A
9.2A

－

5A

TM05SN2
5秒

CLK-15JTH40-P6A
14A

TCA203

低圧圧力開閉器

溶　　　　　栓

温 度 調 節 器

圧 縮 機 保 護
サ ー モ

圧縮機用過電流
継　　電　　器

ファン用過電流
継　　電　　器

限 時 継 電 器

ヒ ュ ー ズ

（ ）CLK15JTH40-P6A
3.6A

CLK15JTH40-P6A
6.0A（ ）（ ）
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27

1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg309

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1514.1

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa225.5

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 48.2

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0 MPaτ＝ 
Q

＝ A 13.4

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5442.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N6054.4

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N3028.2

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

③PW-P280DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5442.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
178

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.047.5
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg235

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1151.5

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa230.7

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 36.6

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 10.2

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 4138.7

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N4606.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N2303.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

②PW-P224DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 4138.7

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
178

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.036.2
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg309

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1514.1

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa225.5

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 48.2

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0 MPaτ＝ 
Q

＝ A 13.4

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5442.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N6054.4

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N3028.2

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

③PW-P280DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5442.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
178

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.047.5
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg235

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 1151.5

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa230.7

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 36.6

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 10.2

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 4138.7

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N4606.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N2303.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

②PW-P224DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m620 0.62

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m345 0.345

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.178（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m178

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 4138.7

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
2

0

345
178

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.036.2
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg531

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2601.9

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa210.1

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 65.8

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 23.0

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 7434.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N10407.6

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N5203.8

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

⑤PW-P560DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m800 0.8

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.371（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m371

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 7434.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

8
0

0

560
371

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.064.4
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg480

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2352.0

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa213.7

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 51.3

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 20.8

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5796.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N9408.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N4704.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

④PW-P450DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m690 0.69

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.336（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m336

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5796.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
9

0

560
336

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.050.1
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg531

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2601.9

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa210.1

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 65.8

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 23.0

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 7434.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N10407.6

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N5203.8

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

⑤PW-P560DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m800 0.8

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.371（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m371

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 7434.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

8
0

0

560
371

③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.064.4
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1.　仕様 

2.　検討計算（小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

（2）アンカーボルト 

（7）アンカーボルトに生じる応力度 

以上の検討計算書より、アンカーボルトは十分な強度を有しています 

（1）機器質量（運転質量） W＝ kg480

（6）アンカーボルトのせん断力 NQ＝ Fh ＝ 
N 2352.0

fts＝1.4ft－1.6τ＝ MPa213.7

（8）アンカーボルトの施工法 

①引張り応力度 MPa＜ft＝176.0   MPaσ＝ 
Rb

＝ A 51.3

②せん断応力度 MPa＜fs＝101.0  MPaτ＝ 
Q

＝ A 20.8

（5）アンカーボルトの引抜力 N＝ Rb＝ 
Fh・Hg－(W・9.8－Fv)・Lg 

L・Nt 5796.0

（1）設計用水平震度 Kh＝ 2.0

（2）設計用鉛直震度 Kv＝Kh/2＝ 1.0

（3）設計用水平地震力 Fh＝Kh・W・9.8＝ N9408.0

（4）設計用鉛直地震力 Fv＝Kv・W・9.8＝ N4704.0

N＝ ①総本数 本 4

＝M 形 ②サイズ 12

③１本当たりの軸断面積（呼径による断面積） A＝ mm2＝ m2113 78×10-6

④PW-P450DJ3

④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルト総本数 Nt＝ 本 2

（3）据付面より機器重心までの高さ Hg＝ mm ＝ m690 0.69

（4）検討する方向から見たボルトスパン L＝ mm ＝ m560 0.56

mm ＝ m0.15

mm ＝ m0.09

0.336（5）検討する方向から見たボルト中心から機器重心までの距離 Lg＝ mm（Lg≦L/2）＝ m336

①アンカーボルトの施工法 箱抜き式Ｊ形アンカー ＝ 

②コンクリート厚さ 150＝ 

④許容引抜荷重　　　 Ta＝ N＞R b＝ N10400 5796.0

③ボルトの埋込長さ 90＝ 

本検討書はアンカーボルトについての強度検討書であり、製品の耐震強度を保証するものではありません。 

6
9

0

560
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③引張りとせん断を同時に受ける場合 

 （ただし、fts’≦ftのときfts=fts’,fts’＞ftのときfts=ftであるので） fts＝ MPa176.0

σ＝ MPa＜fts＝ MPa176.050.1
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（5）関連事項
1）平行度
ファンプーリーと電動機プーリーの平行度は下記規格を満足する様にしてください。

2）Ｖベルト張り具合
Ｖベルトの１本あたりの張力は、次のたわみ荷重（Ｗ）を満足すること。適正たわみ料（Ｌ）の値を①式で計算
し、その時のたわみ荷重（Ｗ）が下記の範囲内になるようにしてください。

注〕プーリーになじんだ後（運転後24～48時間後）に上記適正張りに調節するのがよい。
または新しいベルトの場合はたわみ荷量（W）の最大値の約1.3倍程度に調整するのがよい。

3）新規格ファン電動機（JIS規格）
ファン電動機（保護形・4P）

注）※1. 0.4kW電動機は全閉形を示します。
4）市販製プーリーサイズ表

5）各種プーリーの外径とピッチ径との関係は下記の通りです。
A型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－ 9mm
B型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－11mm

ファン電動機の回転数（4P）は次の数値を使用してください。
50Hz・・・・1450rpm
60Hz・・・・1750rpm

Vベルトの種類
A形
B形
C形
D形
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たわみ荷重(W)kg
1.4～2.1
2.3～3.5
4.6～6.0
8.0～12.0

＝0.016×C－①
C：プーリーの軸間距離（mm）

（1）まえがき
エアコンをダクト接続する場合は、機外静圧・風量が大きくなるため、標準電動機、標準プーリーの使用範囲を超え
てしまう場合があります。従って、これに対処するため電動機またはプーリーを変更する必要があります。

（2）選定手順
1）風量、静圧を決定してください。

機外静圧の指示がある場合は機内静圧（抵抗）を加えて、全静圧に変更してください。
全静圧=要求機外静圧+機内静圧（抵抗）

2)送風機性能線図を使って電動機容量、電動機プーリーサイズを決定してください。
<例> 機種：ＰＷ－Ｐ280DJ3

風量：90mm3／min
機外静圧：330Pa

組込キット：温水ヒーター

3）電動機サイズアップの際、下記モーターを手配してください。

（3）プーリーの仕様

電動機プーリーは主にJIS市販品で選定していますが、１部特殊サイズ電動機プーリーがあります。
（特殊サイズの場合は、入手性、納期の面で問題がありますので、納期の確認を願います。）

（4）注意事項
1） 電動機サイズアップはあくまでも、各機種のファン性能特性範囲内でおこなってください。
2） 機種によってはファンプーリーを変更する場合があります。

30

6.静風圧部品選定要領

(手順)
①送風機性能線図より全静圧を求める。
全静圧＝要求機外静圧+機内抵抗

＝330+170
＝500 (Pa)

②風量90m3／min、全静圧500Paより　　
PW－Ｐ280ＤＪ3の電動機プーリー選定表を
使って電動機容量と、プーリーサイズを決定する。

<60Hzの場合>左図より
・電動機容量

2.2kW
・プーリーサイズ

Ａ159－28

適用機種 PW-P140DJ3 PW-P224DJ3 PW-P280DJ3 PW-P450DJ3 PW-P560DJ3
モーターキット名 NFM1D5W（1.5kW） NFM1D8W（1.5kW） NFM1D10W（2.2kW）NFM1D15（3.7kW） NFM1D20（5.5kW）

3Ｂ・291－42

プーリー外径（mm) ボス内径（電動機軸径）（mm)B型プ－リーベルト3本掛用 
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（5）関連事項
1）平行度
ファンプーリーと電動機プーリーの平行度は下記規格を満足する様にしてください。

2）Ｖベルト張り具合
Ｖベルトの１本あたりの張力は、次のたわみ荷重（Ｗ）を満足すること。適正たわみ料（Ｌ）の値を①式で計算
し、その時のたわみ荷重（Ｗ）が下記の範囲内になるようにしてください。

注〕プーリーになじんだ後（運転後24～48時間後）に上記適正張りに調節するのがよい。
または新しいベルトの場合はたわみ荷量（W）の最大値の約1.3倍程度に調整するのがよい。

3）新規格ファン電動機（JIS規格）
ファン電動機（保護形・4P）

注）※1. 0.4kW電動機は全閉形を示します。
4）市販製プーリーサイズ表

5）各種プーリーの外径とピッチ径との関係は下記の通りです。
A型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－ 9mm
B型（ピッチ径）＝（プーリー外径）－11mm

ファン電動機の回転数（4P）は次の数値を使用してください。
50Hz・・・・1450rpm
60Hz・・・・1750rpm

Vベルトの種類
A形
B形
C形
D形
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たわみ荷重(W)kg
1.4～2.1
2.3～3.5
4.6～6.0
8.0～12.0

＝0.016×C－①
C：プーリーの軸間距離（mm）

（1）まえがき
エアコンをダクト接続する場合は、機外静圧・風量が大きくなるため、標準電動機、標準プーリーの使用範囲を超え
てしまう場合があります。従って、これに対処するため電動機またはプーリーを変更する必要があります。

（2）選定手順
1）風量、静圧を決定してください。

機外静圧の指示がある場合は機内静圧（抵抗）を加えて、全静圧に変更してください。
全静圧=要求機外静圧+機内静圧（抵抗）

2)送風機性能線図を使って電動機容量、電動機プーリーサイズを決定してください。
<例> 機種：ＰＷ－Ｐ280DJ3

風量：90mm3／min
機外静圧：330Pa

組込キット：温水ヒーター

3）電動機サイズアップの際、下記モーターを手配してください。

（3）プーリーの仕様

電動機プーリーは主にJIS市販品で選定していますが、１部特殊サイズ電動機プーリーがあります。
（特殊サイズの場合は、入手性、納期の面で問題がありますので、納期の確認を願います。）

（4）注意事項
1） 電動機サイズアップはあくまでも、各機種のファン性能特性範囲内でおこなってください。
2） 機種によってはファンプーリーを変更する場合があります。
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6.静風圧部品選定要領

(手順)
①送風機性能線図より全静圧を求める。
全静圧＝要求機外静圧+機内抵抗

＝330+170
＝500 (Pa)

②風量90m3／min、全静圧500Paより　　
PW－Ｐ280ＤＪ3の電動機プーリー選定表を
使って電動機容量と、プーリーサイズを決定する。

<60Hzの場合>左図より
・電動機容量

2.2kW
・プーリーサイズ

Ａ159－28

適用機種 PW-P140DJ3 PW-P224DJ3 PW-P280DJ3 PW-P450DJ3 PW-P560DJ3
モーターキット名 NFM1D5W（1.5kW） NFM1D8W（1.5kW） NFM1D10W（2.2kW）NFM1D15（3.7kW） NFM1D20（5.5kW）

3Ｂ・291－42

プーリー外径（mm) ボス内径（電動機軸径）（mm)B型プ－リーベルト3本掛用 
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③別表－2 Vベルトサイズ（JIS規格されている標準ベルトサイズ）

6）Vベルトサイズ（長さ）の選定
電動機プーリーを変更した場合、標準で使用しているVベルトが使用で
きないことがあります。次の計算によりVベルトサイズが選定できます。

①Vベルトサイズ（長さ）

②別表－1 軸間距離

項目 軸間距離mm（標準電動機搭載時）

機種 50Hz 60Hz 調整範囲
PW-P140DJ3 300 300 276～318
PW-P224DJ3 326 326 313～346
PW-P280DJ3 339 339 317～358
PW-P450DJ3 220 220 203～267
PW-P560DJ3 229 229 212～266
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Lp=2C+1.57(D2＋D1)+ 　　　　　……①式 
 

Lp ： Vベルトの有効中心周長 
D1 ： 電動機側プ－リ－のピッチ径 
D2 ： ファン側プ－リ－のピッチ径 
C  ： 軸間距離 

〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 

……Vベルトの長さ（呼び番号）は 
　　通常インチ表示のため、注意してください。

4C
（D2－D1）2

計算例 
■PW-P280DJ3ファン電動機プ－リ

ーを標準A99からA141に変更す
る場合のVベルト長さ算出する。 

D1：141－9＝132mm 
D2：195－9＝186mm 
C  ：343mm（60Hz） 

Lp＝2×343＋1.57（186＋132） 

○標準ベルト長さの選定 
　　別表－2より 
　呼び番号46（L＝1168） 
　呼び番号47（L＝1194） 
　呼び番号47を採用する。 
　VベルトサイズA－47

　 ＝1187.4mm

　 　＋ 
（186－132）2

4×343

別表－1
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③別表－2 Vベルトサイズ（JIS規格されている標準ベルトサイズ）

6）Vベルトサイズ（長さ）の選定
電動機プーリーを変更した場合、標準で使用しているVベルトが使用で
きないことがあります。次の計算によりVベルトサイズが選定できます。

①Vベルトサイズ（長さ）

②別表－1 軸間距離

項目 軸間距離mm（標準電動機搭載時）

機種 50Hz 60Hz 調整範囲
PW-P140DJ3 300 300 276～318
PW-P224DJ3 326 326 313～346
PW-P280DJ3 339 339 317～358
PW-P450DJ3 220 220 203～267
PW-P560DJ3 229 229 212～266

32

Lp=2C+1.57(D2＋D1)+ 　　　　　……①式 
 

Lp ： Vベルトの有効中心周長 
D1 ： 電動機側プ－リ－のピッチ径 
D2 ： ファン側プ－リ－のピッチ径 
C  ： 軸間距離 

〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 
〔mm〕 

……Vベルトの長さ（呼び番号）は 
　　通常インチ表示のため、注意してください。

4C
（D2－D1）2

計算例 
■PW-P280DJ3ファン電動機プ－リ

ーを標準A99からA141に変更す
る場合のVベルト長さ算出する。 

D1：141－9＝132mm 
D2：195－9＝186mm 
C  ：343mm（60Hz） 

Lp＝2×343＋1.57（186＋132） 

○標準ベルト長さの選定 
　　別表－2より 
　呼び番号46（L＝1168） 
　呼び番号47（L＝1194） 
　呼び番号47を採用する。 
　VベルトサイズA－47

　 ＝1187.4mm

　 　＋ 
（186－132）2

4×343

別表－1
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■PW-P224DJ3（50Hz）

■PW-P224DJ3（60Hz）
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■PW-P140DJ3（50Hz）

■PW-P140DJ3（60Hz）
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■PW-P224DJ3（50Hz）

■PW-P224DJ3（60Hz）
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■PW-P140DJ3（50Hz）

■PW-P140DJ3（60Hz）
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■PW-P450DJ3（50Hz）

■PW-P450DJ3（60Hz）
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■PW-P280DJ3（50Hz）

■PW-P280DJ3（60Hz）
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■PW-P450DJ3（50Hz）

■PW-P450DJ3（60Hz）
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■PW-P280DJ3（50Hz）

■PW-P280DJ3（60Hz）
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Ⅲ.据付工事

1.据付
次の付属品を確かめてください。

（140形） 

（140～280形） 

（224形） （280, 450形） （280, 450形） （560形） （140形） （224形） 

・取扱説明書 
・保証書 
・据付説明書 

・据付報告書 
・修理窓口・ご相談窓口のご案内 

（560形） 

（1）据付の前に

（2）据付場所の選定

● 据付場所は、下記条件に合う場所を、お客様の了解を得て選んでください。 
（1） 機械の重量・振動に耐え水平に据え付けできる安全なところ。 
（2） 冷（温）風が部屋全体に行きわたるところ。（プレナム室による直吹きの場合） 
（3） ドレンの排水が完全にできるところ。 
（4） 運転音などで隣家に迷惑のかからないところ。 
（5） 他の暖房器具の熱影響を受けないところ。 
（6） 通風が充分に確保でき、保守点検を安全に行えるサービススペースを確保できるところ。 

最小の  所要スペース  を右図に示します。 
（7） エアコンおよび電源配線は、テレビ・ラジオ・電子機器から1m以上離して設置してください。 

映像の乱れや雑音、誤動作を防止するためです。 
（ただし電波状態によっては、1m以上離れても雑音が入る場合がありますので、据付けに 
十分注意してください。） 

（8） 据え付けようとする場所がユニットの重さに耐えられるか検討し、必要に応じて 
板・桁などで補強した上で据付作業を行ってください。 
また、振動・騒音が発生しないよう十分補強して据付作業を行ってください。 

（9） ドレン配管取出方向に少し傾斜（約1°）させるように据え付けてください。 

・据付けに際しては、人の通路・通風を考慮し、現地スペースに合わせて、 
本図の条件を満たして施工してください。 

 （本図の施工条件にあてはまらない場合は、代理店または弊社に 
ご相談ください。） 

所要スペース 

配管接続 A B

左勝手 500mm以上 100mm以上 

右勝手 100mm以上 500mm以上 

● 異物を多く含んだ水は、凝縮器および配管の腐食またはスケール生成の原因となりますので、 
冷却水には「冷凍空調機器用冷却水質基準（JRA-GL02:1994）」に適合したものを使用してください。
なおクーリングタワーの補給水に上水道以外の水を使用される場合は、必ず水質検査をしてください。 

● 機器への給水配管の上水道直結はできません。 
● 搬入経路を決めてください。 
● 据え付ける時は、エアコンを傷つけないよう、スリング（布製）または当板をしてロープで吊り上げてください。 

・ロープがケーシングなどに当たるところには、当板、当布を使用しケーシングに傷がつかないようにしてください。 
・設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用してください。 

吸込グリルや運転操作部を 
破損しないように布や 
ダンボールを当ててください。 

中央へのずれを防止して 
ください。 

スリング 

38

■PW-P560DJ3（50Hz）

■PW-P560DJ3（60Hz）

38

：使用可能範囲

：使用可能範囲
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Ⅲ.据付工事

1.据付
次の付属品を確かめてください。

（140形） 

（140～280形） 

（224形） （280, 450形） （280, 450形） （560形） （140形） （224形） 

・取扱説明書 
・保証書 
・据付説明書 

・据付報告書 
・修理窓口・ご相談窓口のご案内 

（560形） 

（1）据付の前に

（2）据付場所の選定

● 据付場所は、下記条件に合う場所を、お客様の了解を得て選んでください。 
（1） 機械の重量・振動に耐え水平に据え付けできる安全なところ。 
（2） 冷（温）風が部屋全体に行きわたるところ。（プレナム室による直吹きの場合） 
（3） ドレンの排水が完全にできるところ。 
（4） 運転音などで隣家に迷惑のかからないところ。 
（5） 他の暖房器具の熱影響を受けないところ。 
（6） 通風が充分に確保でき、保守点検を安全に行えるサービススペースを確保できるところ。 

最小の  所要スペース  を右図に示します。 
（7） エアコンおよび電源配線は、テレビ・ラジオ・電子機器から1m以上離して設置してください。 

映像の乱れや雑音、誤動作を防止するためです。 
（ただし電波状態によっては、1m以上離れても雑音が入る場合がありますので、据付けに 
十分注意してください。） 

（8） 据え付けようとする場所がユニットの重さに耐えられるか検討し、必要に応じて 
板・桁などで補強した上で据付作業を行ってください。 
また、振動・騒音が発生しないよう十分補強して据付作業を行ってください。 

（9） ドレン配管取出方向に少し傾斜（約1°）させるように据え付けてください。 

・据付けに際しては、人の通路・通風を考慮し、現地スペースに合わせて、 
本図の条件を満たして施工してください。 

 （本図の施工条件にあてはまらない場合は、代理店または弊社に 
ご相談ください。） 

所要スペース 

配管接続 A B

左勝手 500mm以上 100mm以上 

右勝手 100mm以上 500mm以上 

● 異物を多く含んだ水は、凝縮器および配管の腐食またはスケール生成の原因となりますので、 
冷却水には「冷凍空調機器用冷却水質基準（JRA-GL02:1994）」に適合したものを使用してください。
なおクーリングタワーの補給水に上水道以外の水を使用される場合は、必ず水質検査をしてください。 

● 機器への給水配管の上水道直結はできません。 
● 搬入経路を決めてください。 
● 据え付ける時は、エアコンを傷つけないよう、スリング（布製）または当板をしてロープで吊り上げてください。 

・ロープがケーシングなどに当たるところには、当板、当布を使用しケーシングに傷がつかないようにしてください。 
・設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用してください。 

吸込グリルや運転操作部を 
破損しないように布や 
ダンボールを当ててください。 

中央へのずれを防止して 
ください。 

スリング 

38

■PW-P560DJ3（50Hz）

■PW-P560DJ3（60Hz）
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2.配管工事

3.電気工事

（1）水配管工事

114400・・222244・・228800形形（（左左側側接接続続のの場場合合））  445500・・556600形形（（左左側側接接続続のの場場合合））  

40

（3）据付時の注意

PW-P140DJ3 PW-P140DJ3 
PW-P224DJ3 PW-P224DJ3 
PW-P280DJ3 PW-P280DJ3 
PW-P450DJ3 PW-P450DJ3 
PW-P560DJ3PW-P560DJ3
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2.配管工事

3.電気工事

（1）水配管工事

114400・・222244・・228800形形（（左左側側接接続続のの場場合合））  445500・・556600形形（（左左側側接接続続のの場場合合））  

40

（3）据付時の注意

PW-P140DJ3 PW-P140DJ3 
PW-P224DJ3 PW-P224DJ3 
PW-P280DJ3 PW-P280DJ3 
PW-P450DJ3 PW-P450DJ3 
PW-P560DJ3PW-P560DJ3
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Ⅳ.取付部品データ

1.取付可能部品表

KPC5J 
KPC8J 
KPC10J 
KPC15JA 
KPC20JA 
KPP5JA 
KPP8JA 
KPP10JA 

KWH1C5A 
KWH1C8A 
KWH1C10A 
KWH1C15 
KWH1C20 
KSH1C5 
KSH1C8 
KSH1C10 
KSH1C15 
KSH1C20 
KEM102E8 
KEM104E15 
KEM105E15 
KEM106E20 
KSM1D5 
KSM1D8 
KSM1D10 
KSM1D15 
KSM1D20 
KD101A10 
KD101A20 
KD106D10 
KD106C20 
KD105E5C 
KD105E8C 
KD105E10C 
KD105E15 
KD105E20 
KHGP1A315 
KHGP1A630 
K-KRC70A1
KWF1G5P 
KWF1G8P 
KWF1G10P 
KWF1G15 
KWF1G20 
KAFS1A15 
KAFS1A20

7DB-D01 
7DB-D02 
7DB-D03 
7DB-D04 
7DB-D05 
7DB-D06 
7DB-D07 
7DB-D08 

7DB-D16 
7DB-D17 
7DB-D18 
7DB-D19 
7DB-D20 
7DB-D21 
7DB-D22 
7DB-D23 
7DB-D24 
7DB-D25 
7DB-D26 
7DB-D27 
7DB-D28 
7DB-D30 
7DB-D31 
7DB-D32 
7DB-D33 
7DB-D34 
7DB-D35 
7DB-D43 
7DB-D45 
7DB-D48 
7DB-D50 
7DB-D51 
7DB-D52 
7DB-D53 
7DB-D54 
7DB-D55 
7DB-D58 
7DB-D60 
7DB-D66 
7DB-D61 
7DB-D62 
7DB-D63 
7DB-D64 
7DB-D65 
7DB-D69 
7DB-D70

適 用 機 種
分
類 

ヒ
ー
タ
ー 

加
湿
器 

製品名 製品形名 形名コード 備　考 

プレナム室 

プレナム室用プーリー 

プレナム室側面吹出グリル 

新鮮空気取入口キット 

背面吸込口キット 

圧力計キット 

リモコンスイッチ 

木台 

超ロングライフフィルター 

電気ヒーター 

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW 
19.1kW 
30.8kW 
40.7kW 
60.5kW 
79.0kW 
23.8kW 
37.3kW 
47.7kW 
67.4kW 
86.0kW 
2.6kg/h 
5.2kg/h 
6.5kg/h 
7.8kg/h 
2.6kg/h 
3.7kg/h 
4.7kg/h 
6.8kg/h 
9.5kg/h

※1
※1
※1
※2
※2
※1
※1
※1

温水ヒーター 

蒸気ヒーター 

蒸発皿式 

蒸気スプレー式 

PW- 
P140DJ3

PW- 
P224DJ3

PW- 
P280DJ3

PW- 
P450DJ3

PW- 
P560DJ3

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 
※1. プレナム室とプレナム室用プーリーは合わせて使用してください。（50Hz地域において定格風量で使用する場合はプーリー交換は不要です。） 
※2. 60Hz地域でご使用の場合、プレナム室に付属のモータープーリーおよびＶベルトに交換してください。 

別売部品は必ず当社指定の製品を使用してください。
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4.試運転要領

42



43

Ⅳ.取付部品データ

1.取付可能部品表

KPC5J 
KPC8J 
KPC10J 
KPC15JA 
KPC20JA 
KPP5JA 
KPP8JA 
KPP10JA 

KWH1C5A 
KWH1C8A 
KWH1C10A 
KWH1C15 
KWH1C20 
KSH1C5 
KSH1C8 
KSH1C10 
KSH1C15 
KSH1C20 
KEM102E8 
KEM104E15 
KEM105E15 
KEM106E20 
KSM1D5 
KSM1D8 
KSM1D10 
KSM1D15 
KSM1D20 
KD101A10 
KD101A20 
KD106D10 
KD106C20 
KD105E5C 
KD105E8C 
KD105E10C 
KD105E15 
KD105E20 
KHGP1A315 
KHGP1A630 
K-KRC70A1
KWF1G5P 
KWF1G8P 
KWF1G10P 
KWF1G15 
KWF1G20 
KAFS1A15 
KAFS1A20

7DB-D01 
7DB-D02 
7DB-D03 
7DB-D04 
7DB-D05 
7DB-D06 
7DB-D07 
7DB-D08 

7DB-D16 
7DB-D17 
7DB-D18 
7DB-D19 
7DB-D20 
7DB-D21 
7DB-D22 
7DB-D23 
7DB-D24 
7DB-D25 
7DB-D26 
7DB-D27 
7DB-D28 
7DB-D30 
7DB-D31 
7DB-D32 
7DB-D33 
7DB-D34 
7DB-D35 
7DB-D43 
7DB-D45 
7DB-D48 
7DB-D50 
7DB-D51 
7DB-D52 
7DB-D53 
7DB-D54 
7DB-D55 
7DB-D58 
7DB-D60 
7DB-D66 
7DB-D61 
7DB-D62 
7DB-D63 
7DB-D64 
7DB-D65 
7DB-D69 
7DB-D70

適 用 機 種
分
類 

ヒ
ー
タ
ー 

加
湿
器 

製品名 製品形名 形名コード 備　考 

プレナム室 

プレナム室用プーリー 

プレナム室側面吹出グリル 

新鮮空気取入口キット 

背面吸込口キット 

圧力計キット 

リモコンスイッチ 

木台 

超ロングライフフィルター 

電気ヒーター 

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW

15kW 
24kW 
30kW 
48kW 
60kW 
19.1kW 
30.8kW 
40.7kW 
60.5kW 
79.0kW 
23.8kW 
37.3kW 
47.7kW 
67.4kW 
86.0kW 
2.6kg/h 
5.2kg/h 
6.5kg/h 
7.8kg/h 
2.6kg/h 
3.7kg/h 
4.7kg/h 
6.8kg/h 
9.5kg/h

※1
※1
※1
※2
※2
※1
※1
※1

温水ヒーター 

蒸気ヒーター 

蒸発皿式 

蒸気スプレー式 

PW- 
P140DJ3

PW- 
P224DJ3

PW- 
P280DJ3

PW- 
P450DJ3

PW- 
P560DJ3

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 
※1. プレナム室とプレナム室用プーリーは合わせて使用してください。（50Hz地域において定格風量で使用する場合はプーリー交換は不要です。） 
※2. 60Hz地域でご使用の場合、プレナム室に付属のモータープーリーおよびＶベルトに交換してください。 

別売部品は必ず当社指定の製品を使用してください。
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4.試運転要領

43

※3
※3
※3
※3
※3

※3. 詳細は営業窓口へお問い合わせください。
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2.取付部品仕様概要

①プレナム室
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●PW-P140・224・280DJ3
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2.取付部品仕様概要
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●PW-P140・224・280DJ3
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②温水・蒸気ヒータ
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●PW-P450・560DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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③蒸発皿式加湿器
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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④蒸気スプレー式加湿器
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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⑤プレナム室側面吹出グリル
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⑥新鮮空気取入口キット
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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⑦背面吸込口キット
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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⑧圧力計キット
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●PW-P140・224・280DJ3
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●PW-P450・560DJ3
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58 5956

⑨リモコンスイッチ
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⑩木台
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●PW-P140DJ3
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⑪超ロングライフフィルター
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●PW-P140DJ3
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⑫別売組込外形図
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●PW-P224DJ3
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●PW-P280DJ3
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●PW-P224DJ3
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●PW-P280DJ3
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●PW-P450DJ3
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●PW-P560DJ3
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●PW-P450DJ3
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●PW-P560DJ3
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